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発⽣内容の分類
転倒

参照

0879 公益財団法⼈⽇本医療機能評価機構 認定病院患者安全推進協議会
施設・環境・設備安全部会

概要

⾻密度の検査台は⾼さ65cmで昇降しないため、⾜が床に届かない患者の場合は、10cmの⾼さの平たい踏み台を使⽤
してもらっていた。 検査終了後、患者が検査台から降りようとした際に、踏み台が⾒えず、ふらついて転倒した。

要因

・⾻密度の検査台が⾼く、昇降式でもない。
・患者が検査台から降りようとした際に踏み台に気づけなかった（放射線技師が念押ししなかった、検査のため患者
は眼鏡をはずしていたことも影響あり）

対策

踏み台を2段式（⾼さ15cm×幅40cm×奥⾏30cmと⾼さ12cm×幅40cm×奥⾏30cm）に変更した。以前より踏み台
が⼤きくなり⽬⽴ち、患者が気づけるようになった。

発⽣内容
⾻密度の検査台から降りる際に、患者がふらついて転倒した

事例879

無 Ｂ. 物の性能のリスク
Ｄ. スタッフによる物の不適切な使⽤・
利⽤・選択・設置・確認不⾜によるリス
ク関連したもの 機器、踏み台
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